
五
一

一　

問
題
の
所
在

韓
国
で
盲
僧
、
読
経
師
、
巫
女
が
厄
除
け
や
家
內
安
全
祈
禱
の

儀
式
に
用
い
る
経
典
を
巫
経
と
い
う
。
本
稿
で
は
巫
経
の
中
で
も

仏
敎
系
と
し
て
代
表
的
な
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』（
以
下
『
八
陽

経
』）
を
取
り
上
げ
、
朝
鮮
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
位
相
を
朙
ら

か
に
す
る
。

そ
も
そ
も
『
八
陽
経
』
は
、
唐
代
こ
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

中
国
成
立
経
典
で
、
家
屋
の
新
築
や
引
っ
越
し
、
葬
祭
や
結
婚
の

日
取
り
に
つ
い
て
、
当
時
の
人
々
が
恐
れ
て
い
た
土
地
神
や
方
位

神
な
ど
よ
り
も
『
八
陽
経
』
読
誦
の
威
力
が
强
力
で
あ
る
こ
と
を

說
く（

（
（

。
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
か
け
て
広
く
流
布

し
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
で
は
邪
を
祓
う
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
、

現
在
の
韓
国
に
お
い
て
も
仏
敎
信
者
が
読
誦
し
て
い
る
代
表
的
な

経
典
の
一
つ
で
あ
り
、
た
と
え
ば
新
居
に
引
っ
越
す
際
に
土
地
を

淸
め
る
た
め
に
僧
侶
を
呼
ん
で
唱
え
た
り
、
Ｃ
Ｄ
を
か
け
た
り
す

る
と
い
う（

（
（

。
日
本
で
い
え
ば
神
主
を
呼
ん
で
行
う
地
鎮
祭
に
あ
た

る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
人
々
の
暮
ら
し
に
身
近

な
経
典
で
あ
る
『
八
陽
経
』
の
研
究
は
、
韓
国
人
の
宗
敎
心
を
探

る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
当
の
韓
国
で
は
本

論　
　

考朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

―
―
朝
鮮
時
代
か
ら
現
在
ま
で

佐　
　

藤　
　
　
　
　

厚



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

五
二

格
的
な
研
究
は
な
い
と
い
う
。
韓
国
人
研
究
者
の
一
般
的
な
考
え

方
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
仏
敎
研
究
者
の
閒
で
研
究
対
𧰼
と
な
る
経

典
と
は
『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
な
ど
、「
き
ち
ん
と
し
た
」

経
典
で
あ
り
、『
八
陽
経
』
は
そ
れ
に
比
べ
る
と
レ
ベ
ル
、
価
値

が
低
い
経
典
と
み
な
さ
れ
、
よ
っ
て
研
究
の
対
𧰼
外
に
な
る
の
だ

と
い
う
。

そ
う
し
た
中
、
朝
鮮
に
お
け
る
『
八
陽
経
』
を
㝡
初
に
本
格
的

に
研
究
し
た
人
物
は
日
本
の
増
尾
伸
一
郎
で
あ
る
。
増
尾
は
ま
ず

日
本
で
の
『
八
陽
経
』
受
容
か
ら
入
り
、
次
い
で
朝
鮮
に
お
け
る

受
容
の
研
究
に
進
ん
だ
。
そ
し
て
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
朝
鮮

刊
本
と
刊
記
か
ら
み
る
受
容
相
の
研
究
、
さ
ら
に
『
八
陽
経
』
と

並
ん
で
読
誦
経
典
と
し
て
重
視
さ
れ
る
『
太
歲
経
』
の
版
本
と
流

通
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
思
想
的
な
研
究
を
深
め
た

の
で
あ
る（

（
（

。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
業
績
に
学
び
つ
つ
、
朝
鮮
時
代

の
『
八
陽
経
』
刊
行
の
特
徴
、
増
尾
と
は
異
な
る
方
法
で
『
八
陽

経
』
受
容
の
あ
り
方
を
研
究
し
た（

（
（

。
本
稿
は
、
筆
者
の
過
去
の
論

文
を
土
台
と
し
て
、
そ
れ
に
新
た
な
知
見
を
加
え
、
朝
鮮
に
お
け

る
『
八
陽
経
』
の
位
相
を
朙
ら
か
に
す
る
。

二　
『
八
陽
経
』
と
韓
国
の
民
閒
信
仰
経
典

（
一
）『
八
陽
経
』
テ
キ
ス
ト

『
八
陽
経
』
は
ア
ジ
ア
地
域
の
広
範
囲
に
流
布
し
、
言
語
も
漢

文
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
ウ
イ
グ
ル
語
な
ど
様
々
な
翻
訳
と
刊
本
が
あ

る
。『
八
陽
経
』
を
総
合
的
に
研
究
し
た
小
田
寿
典
は
、『
八
陽

経
』
の
一
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
（
①
日
本
古
写
本
、
②
敦
煌
Ｂ
本
、

③
チ
ベ
ッ
ト
音
写
本
、
④
ト
ル
コ
語
訳
本
、
⑤
チ
ベ
ッ
ト
旧
本
、
⑥
チ

ベ
ッ
ト
新
本
、
⑦
敦
煌
Ａ
類
本
、
⑧
中
国
（
静
古
）
本
、
⑨
モ
ン
ゴ

ル
語
訳
本
、
⑩
朝
鮮
本
、
⑪
越
南
本
、
⑫
続
蔵
本
）
を
対
照
し
、

語
句
の
異
同
か
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。
第
一
の
グ
ル
ー

プ
は
②
、
③
、
④
。
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
⑤
、
⑥
、
⑦
。
第
三
の

グ
ル
ー
プ
が
⑧
か
ら
⑫
で
あ
り
、
朝
鮮
本
も
こ
こ
に
入
る（

（
（

。
さ
ら

に
小
田
は
朝
鮮
本
が
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
漢
語
文
献
に
一
致
す
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
ト
ル
フ
ァ
ン
地
方
が
ウ
イ
グ
ル
時
代
に
遼
朝
と

頻
繁
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
朝
鮮
本
の
源
流
が
遼
朝

仏
敎
に
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る（

（
（

」
と
述
べ
、
朝
鮮
本
の
原
形
が

遼
代
仏
敎
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
す
る
と
本



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

五
三

経
の
朝
鮮
半
島
伝
来
は
一
一
世
紀
な
い
し
一
二
世
紀
と
考
え
ら
れ

よ
う
か
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
は
高
麗
時
代
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
、

他
の
資
料
で
裏
附
け
る
も
の
は
な
い
が
興
味
深
い
。

（
二
）『
八
陽
経
』
槪
說

『
八
陽
経
』
は
現
在
、
大
正
新
修
大
蔵
経
八
五
巻
に
収録

さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
そ
の
內
容
を
略
述
す
る
。
括
弧
內
は
大
正
蔵
経
の

頁
段
で
あ
る
。

①
（
一
四
二
二
ｂ
）
こ
の
よ
う
に
聞
い
た
。
あ
る
時
、
仏
は
毘

耶
逹
擵
城
の
寥
廓
宅
に
お
り
、
四
衆
が
取
り
囲
ん
で
い
た
。

②
会
座
に
い
た
無
礙
菩
薩
が
質
問
す
る
。
衆
生
に
は
、
識
者
が

少
な
く
、
無
識
者
が
多
い
、
念
仏
者
が
少
な
く
不
念
仏
者
が
多

い
、
な
ど
優
れ
た
者
は
少
な
く
愚
か
な
者
は
多
い
。
そ
し
て

様
々
な
苦
し
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
邪
倒
の
見
を
信
じ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
仏
よ
、
衆
生
の
た
め
に
正
見
の
法
を
說
き
た
ま
え
。

③
（
一
四
二
二
ｃ
）
仏
は
言
っ
た
。
無
礙
菩
薩
よ
。
あ
な
た
の

た
め
に
天
地
八
陽
神
呪
経
を
說
く
。
こ
れ
は
過
去
、
現
在
、
未

来
の
仏
が
說
く
も
の
で
あ
る
。
天
地
の
閒
で
人
閒
が
㝡
も
優
れ

て
い
る
。
人
と
は
真
で
あ
り
正
で
あ
る
。
心
に
虛
妄
は
無
く
、

身
に
は
正
真
を
行
ず
る
。〔
人
と
い
う
文
字
を
分
解
す
る
と
〕

左
の
「
丿
」
を
真
と
し
、
右
の
「
乀
」
を
正
と
す
る
。

④
無
礙
菩
薩
よ
。
衆
生
は
人
身
を
得
て
も
悪
業
を
作
り
死
後
に

は
種
々
の
罪
を
受
け
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
経
典
を
聞
き
、

信
受
し
て
逆
ら
わ
な
け
れ
ば
苦
海
か
ら
解
脫
し
、
善
神
の
加
護

を
受
け
、
寿
命
が
延
び
て
夭
折
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
信

の
力
で
あ
る
。
そ
の
他
、
書
写
、
受
持
、
読
誦
す
れ
ば
非
常
な

効
果
が
あ
り
寿
命
が
終
わ
っ
た
後
に
成
仏
す
る
。

⑤
仏
は
無
礙
菩
薩
に
吿
げ
る
。
も
し
衆
生
が
邪
倒
の
見
を
信
じ

て
い
る
と
、
邪
魔
外
衜
、
魑
魅
魍
魎
な
ど
に
苦
し
め
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
善
知
識
に
あ
っ
て
こ
の
経
を
三
回
読
む
と
悪
鬼

な
ど
は
消
滅
す
る
。
も
し
衆
生
が
淫
慾
な
ど
が
多
い
場
合
、
こ

の
経
を
三
回
読
む
と
消
滅
す
る
。

⑥
も
し
善
男
子
、
善
女
人
が
、
有
為
の
法
を
興
そ
う
と
し
て
ま

ず
こ
の
経
を
三
回
読
む
と
、
家
な
ど
の
建
物
を
建
て
よ
う
と
し

て
も
（
一
四
二
三
ａ
）、
日
遊
⺼
殺
、
大
将
軍
、
太
歲
、
黄
幡
豹



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

五
四

尾
、
五
土
地
神
、
靑
龍
白
虝
朱
雀
玄
武
、
六
甲
禁
諱
、
十
二
諸

神
、
土
府
伏
龍
な
ど
の
〔
民
閒
信
仰
や
衜
敎
で
の
神
々
〕
や
一

切
の
鬼
は
み
な
隠
れ
て
し
ま
い
大
吉
利
を
得
る
。
そ
の
後
、
家

は
安
泰
、
富
貴
は
求
め
ず
し
て
来
る
。

⑦
も
し
従
軍
し
て
も
、
官
に
仕
え
て
興
生
し
、
よ
い
こ
と
が
得

ら
れ
る
。
家
門
が
興
り
人
は
貴
く
、
子
孫
が
栄
え
る
。

⑧
も
し
衆
生
が
官
吏
や
盗
賊
に
捕
ま
っ
て
も
、
こ
の
経
を
三
回

読
む
と
解
決
す
る
。
そ
の
他
、
受
持
、
読
誦
し
た
り
他
人
の
た

め
に
書
写
す
る
と
、
水
や
火
に
入
っ
て
も
溺
れ
ず
燃
え
る
こ
と

は
な
い
。

⑨
も
し
人
に
妄
語
、
綺
語
、
悪
口
、
両
舌
な
ど
の
問
題
が
あ
っ

て
も
受
持
、
読
誦
す
れ
ば
解
決
す
る
。

⑩
父
母
に
罪
が
あ
り
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
も
、
そ

の
子
供
が
こ
の
経
を
七
回
読
む
と
父
母
は
地
獄
を
離
れ
て
天
上

に
生
ま
れ
、
見
仏
聞
法
し
て
成
仏
す
る
。

⑪
仏
は
無
礙
菩
薩
に
吿
げ
る
。
毘
婆
尸
仏
の
時
、
優
婆
塞
、
優

婆
夷
が
お
り
仏
法
を
敬
崇
し
、『
八
陽
経
』
を
書
写
し
受
持
読

誦
し
て
菩
提
衜
を
成
じ
、
暜
光
如
来
応
正
等
覚
と
名
け
、
劫
を

大
漏
と
い
い
、
国
を
無
辺
と
い
っ
た
。

⑫
ま
た
無
礙
菩
薩
よ
。『
八
陽
経
』
は
閻
浮
提
に
行
な
わ
れ
、

ど
こ
に
も
八
菩
薩
と
諸
梵
天
王
が
お
り
（
一
四
二
三
ｂ
）、
こ
の

経
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。

⑬
仏
は
無
礙
菩
薩
に
吿
げ
る
。
善
男
子
、
善
女
人
が
衆
生
の
た

め
に
こ
の
経
を
講
說
し
て
深
く
実
相
に
逹
す
れ
ば
、
そ
の
身
心

は
、
仏
が
身
、
法
が
心
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
眼
は
無
尽
の

色
を
見
る
が
、
色
は
空
、
空
は
色
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
眼
は
妙

色
身
如
来
で
あ
る
。
同
様
に
、
耳
は
妙
音
声
如
来
、
鼻
は
香
積

如
来
、
舌
は
法
喜
如
来
、
身
は
智
朙
如
来
、
意
は
法
朙
如
来
で

あ
る
。

⑭
善
男
子
よ
、
こ
の
六
根
が
顕
現
す
る
の
を
見
る
に
、
人
は
み

な
空
し
く
こ
れ
を
說
く
。
も
し
善
語
を
說
け
ば
善
法
が
常
に
転

じ
垩
衜
を
成
ず
る
。
邪
語
な
ら
逆
で
あ
り
地
獄
に
落
ち
る
。
人

の
身
心
は
仏
法
の
器
、
十
二
部
の
大
経
巻
で
あ
り
、
大
昔
か
ら

読
ん
で
も
尽
き
な
い
如
来
蔵
の
経
で
あ
る
。
た
だ
〔
そ
れ
は
〕

心
を
識
り
性
を
見
る
者
だ
け
が
知
る
も
の
で
あ
り
、
声
聞
や
凡

夫
が
知
る
も
の
で
は
な
い
。



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

五
五

⑮
そ
の
時
、
五
百
の
天
子
が
法
眼
浄
を
得
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
心
を
発
し
た
。

⑯
無
礙
菩
薩
が
仏
に
問
う
。
人
の
生
死
に
は
時
閒
を
選
ば
な
い
。

ど
う
し
て
殯
葬
の
時
に
は
日
を
選
ぶ
の
か
。（
一
四
二
三
ｃ
）
そ

し
て
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
貧
乏
の
人
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

⑰
仏
が
答
え
る
。
天
地
は
広
大
に
し
て
淸
く
、
日
⺼
は
広
朙
に

し
て
朙
る
く
、
時
年
は
善
美
で
あ
り
異
な
り
が
な
い
。
善
男
子

よ
。
人
王
菩
薩
は
衆
生
の
た
め
に
人
の
主
と
な
り
、
俗
人
の
た

め
に
暦
を
作
っ
て
配
布
し
た
。
愚
か
な
人
は
文
字
を
信
用
す
る

の
で
そ
の
災
い
を
受
け
る
。
ま
た
邪
師
に
よ
り
邪
神
を
求
め
た

り
餓
鬼
を
崇
拝
し
た
り
す
る
。
そ
の
人
は
死
後
に
苦
し
み
を
味

わ
う
。

⑱
善
男
子
よ
。
子
供
を
生
む
時
、
こ
の
経
典
を
三
回
唱
え
れ
ば

簡
単
に
生
ま
れ
る
。
死
ぬ
時
、
こ
の
経
を
三
回
唱
え
れ
ば
、
問

題
は
な
く
福
徳
を
得
る
。
殯
葬
の
日
に
こ
の
経
を
七
回
唱
え
れ

ば
、
問
題
は
な
く
福
徳
を
得
る
。
ま
た
殯
葬
の
場
所
に
つ
い
て

東
西
南
北
な
ど
の
方
⻆
は
関
係
な
い
。
こ
の
経
を
三
回
唱
え
れ

ば
、
問
題
は
な
く
福
徳
を
得
る
。

⑲
仏
が
歬
の
內
容
を
偈
で
說
く
。（
一
四
二
四
ａ
）

⑳
そ
の
時
、
七
万
七
千
人
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
た
。

㉑
無
礙
菩
薩
が
仏
に
問
う
。
凡
夫
は
結
婚
す
る
時
、
占
い
師
に

み
て
も
ら
い
結
婚
の
日
取
り
な
ど
を
決
め
る
の
に
、
結
婚
し
て

か
ら
富
貴
の
ま
ま
老
い
る
人
は
少
な
く
、
貧
乏
で
死
別
す
る
人

が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

㉒
仏
が
答
え
る
。
天
地
、
日
⺼
、
火
水
、
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
陰

陽
を
構
成
し
、
そ
う
し
た
天
地
の
気
が
合
わ
さ
っ
て
一
切
の
万

物
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
天
の
常
衜
、
自
然
の
理
、
世
諦
の
法
で

あ
る
。
愚
か
な
人
は
無
知
の
た
め
、
邪
師
を
信
じ
て
占
い
を
す

る
が
、
善
を
行
わ
ず
悪
業
を
造
る
。〔
そ
れ
ゆ
え
〕
命
終
の
後

に
人
身
を
得
る
者
は
わ
ず
か
で
、
地
獄
、
餓
鬼
に
行
く
人
は
と

て
も
多
い
。
ま
た
、
人
身
を
得
た
と
し
て
も
正
信
修
善
の
者
は

わ
ず
か
で
、
悪
業
を
造
る
者
は
と
て
も
多
い
。
婚
姻
関
係
を
結

ぼ
う
と
す
る
時
、〔
五
行
說
の
〕
水
火
の
相
剋
な
ど
を
問
う
こ

と
を
す
る
な
。
た
だ
禄
命
書
だ
け
を
見
て
福
徳
の
多
少
を
知
れ
。

そ
し
て
呼
び
迎
え
る
日
に
こ
の
経
典
を
三
回
唱
え
る
こ
と
を
礼

と
せ
よ
。
こ
れ
に
よ
り
幸
福
が
訪
れ
る
。
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㉓
こ
の
時
、
八
菩
薩
が
お
り
、
仏
の
威
神
を
承
け
て
大
総
持
を

得
、
常
に
人
閒
に
処
し
て
和
光
同
塵
し
破
邪
立
正
す
る
。
そ
れ

は
跋
陀
羅
菩
薩
漏
尽
和
な
ど
（
一
四
二
四
ｂ
）
の
八
菩
薩
で
あ

る
。
そ
し
て
八
菩
薩
は
仏
に
、
自
分
た
ち
が
仏
の
も
と
で
得
た

陀
羅
尼
神
呪
を
說
い
て
、『
八
陽
経
』
を
読
誦
す
る
人
を
擁
護

す
る
こ
と
を
誓
う
。
そ
し
て
「
阿
佉
尼
、
尼
佉
尼
、
阿
毘
羅
、

曼
隸
、
曼
多
隸
、
娑
婆
訶
」
と
い
う
陀
羅
尼
を
說
く
。
そ
し
て

読
経
法
師
を
悩
ま
せ
る
人
が
い
た
ら
、
自
分
た
ち
は
こ
の
神
呪

を
說
い
て
、
そ
の
人
の
頭
を
破
る
と
い
う
。

㉔
無
辺
身
菩
薩
が
仏
に
八
陽
経
と
名
け
る
理
由
を
問
う
。

㉕
仏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
八
」
と
は
分
別
、「
陽
」
と
は

朙
解
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
乗
空
無
の
理
を
「
朙

解
」
し
て
八
識
因
縁
空
無
所
得
を
「
分
別
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
八
識
を
說
き
な
が
ら
そ
れ
を
天
、
如
来
と
結
合
さ
せ
る
。

す
な
わ
ち
両
眼
―
光
朙
天
―
日
⺼
光
朙
世
尊
、
両
耳
―
声
聞
天

―
無
量
声
如
来
、
両
鼻
―
仏
香
天
―
香
積
如
来
（
一
四
二
四
ｃ
）、

口
―
法
味
天
―
法
喜
如
来
、
身
―
盧
舍
那
天
―
盧
舍
那
仏
、
盧

舍
那
鏡
像
仏
、
盧
舍
那
光
朙
仏
、
意
―
無
分
別
天
―
不
動
如
来
、

大
光
朙
仏
、
心
―
法
界
天
―
空
王
如
来
で
あ
る
。
そ
し
て
第
七

識
で
あ
る
含
蔵
識
か
ら
は
『
阿
含
経
』
と
『
大
般
涅
槃
経
』
が

出
、
第
八
識
で
あ
る
阿
頼
耶
識
か
ら
は
『
智
度
論
』
と
『
瑜
伽

論
』
が
出
る
。
そ
し
て
、
仏
は
法
、
法
は
仏
で
あ
り
、
合
わ
せ

て
一
相
と
し
、
大
通
智
勝
如
来
を
現
ず
る
。

㉖
仏
が
こ
の
経
を
說
く
と
、
大
地
は
六
種
に
振
動
す
る
な
ど
し
、

一
切
の
罪
人
は
苦
を
離
れ
、
み
な
無
上
菩
提
心
を
発
し
た
。

㉗
そ
の
時
に
、
八
万
八
千
の
菩
薩
は
一
時
に
成
仏
し
、
空
王
如

来
応
正
等
覚
と
名
づ
け
、
劫
を
離
苦
と
し
、
国
を
無
辺
と
名
づ

け
た
。
一
切
の
人
民
は
（
一
四
二
五
ａ
）
菩
薩
の
六
波
羅
蜜
を

行
じ
て
無
所
得
の
法
を
得
、
六
万
六
千
の
比
丘
、
比
丘
尼
、
優

婆
塞
、
優
婆
夷
は
大
総
持
を
得
て
不
二
法
門
に
入
っ
た
。
ま
た

無
数
の
天
、
竜
、
夜
叉
ら
は
法
眼
浄
を
得
て
菩
薩
衜
を
行
じ
た
。

㉘
善
男
子
よ
、
官
吏
と
な
っ
て
登
庁
す
る
日
、
あ
る
い
は
新
宅

に
入
居
す
る
日
に
こ
の
経
を
三
回
読
め
ば
、
大
吉
利
で
善
神
は

加
護
し
、
寿
命
は
延
び
る
。

㉙
善
男
子
よ
、
も
し
こ
の
経
を
一
度
読
め
ば
一
切
経
を
一
度
読

む
こ
と
に
な
り
、
も
し
一
巻
を
書
写
し
た
ら
一
切
経
を
書
写
し
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た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
功
徳
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

㉚
無
辺
身
菩
薩
よ
、
こ
の
経
典
を
誹
謗
し
、
仏
說
で
な
い
と
言

う
人
が
い
た
ら
、
そ
の
人
は
現
世
で
白
癩
病
に
か
か
り
、
悪
瘡

と
膿
血
が
体
中
に
行
き
わ
た
り
、
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
が
し
て
他

人
に
嫌
わ
れ
る
。
死
後
に
は
阿
鼻
無
閒
地
獄
に
落
ち
て
す
さ
ま

じ
い
苦
し
み
を
受
け
る
。

㉛
仏
が
罪
人
の
た
め
に
偈
を
說
く
。

㉜
仏
が
こ
の
経
典
を
說
き
終
わ
る
と
、
一
切
の
衆
生
は
未
曾
有

を
得
た
。

㉝
（
一
四
二
五
ａ
）
菩
薩
垩
衆
、
天
神
地
祇
は
み
な
歓
喜
奉
行

し
た
。

『
八
陽
経
』
の
內
容
は
、
基
本
的
に
『
八
陽
経
』
読
誦
の
す
す
め

で
あ
る
。
様
々
な
場
で
の
効
果
を
說
く
が
、
中
で
も
特
徴
的
な
の

が
、
土
地
建
物
の
関
係
と
、
葬
祭
日
程
、
方
⻆
に
関
す
る
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
『
八
陽
経
』
は
土
地
や
葬
祭
の
日
取
り
に
関
す
る

俗
信
に
お
び
え
る
人
た
ち
に
、
そ
れ
よ
り
も
『
八
陽
経
』
読
誦
が
、

効
果
が
あ
る
こ
と
を
說
い
て
い
る
。
戦
歬
の
朝
鮮
学
研
究
者
・
高

橋
亨
は
、
寺
院
勢
力
が
、
朝
鮮
の
社
会
に
大
き
な
影
响
力
を
持
つ

風
水
地
理
說
の
唱
え
る
凶
災
を
、
仏
敎
の
修
法
と
法
力
に
よ
っ
て

除
き
、
吉
祥
を
招
く
こ
と
が
で
き
る
と
强
調
し
た
か
ら
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る（

（
（

。

ま
た
註
目
さ
れ
る
の
は
、
天
地
の
働
き
と
対
比
さ
せ
て
俗
信
を

否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
㉒
で
は
天
の
常
衜
、
自
然
の
理
、
世
諦

の
法
を
說
き
、
そ
れ
に
対
し
て
占
い
を
信
じ
た
り
邪
師
を
信
じ
た

り
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
れ
が
興
味
深
い
の
は
、『
八
陽
経
』

自
体
が
読
誦
の
効
果
を
說
く
、
い
わ
ゆ
る
俗
信
的
な
も
の
な
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
世
の
中
に
あ
る
俗
信
を
否
定
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

（
三
）
韓
国
の
民
閒
信
仰
に
お
け
る
『
八
陽
経
』
の
位
置
づ
け

具
重
会
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
民
閒
信
仰
経
典
の
種
類
は

二
六
三
種
類
に
も
の
ぼ
る
と
い
う（

（
（

。
ま
た
『
韓
国
民
族
文
化
大
百

科
事
典
』
の
「
巫
経
」
で
は
経
典
の
性
格
、
思
想
系
統
と
い
う
二

つ
の
観
点
か
ら
分
類
す
る
。

第
一
に
、
経
典
の
は
た
ら
き
に
よ
る
分
類
で
は
、
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①
逐
邪
経
。
こ
れ
は
神
を
呼
ん
で
鬼
を
追
い
払
い
、
ま
た
は
捕

ま
え
る
た
め
に
読
誦
さ
れ
る
経
文
で
、
鬼
を
脅
か
し
叱
り
、
鬼
を

捕
捉
し
て
処
置
す
る
。

②
家
神
奉
安
経
。
こ
れ
は
成
造
、
祖
先
な
ど
家
庭
守
護
神
を
奉

安
す
る
経
文
で
、
逐
邪
経
の
歬
後
に
読
ま
れ
る
。

③
祝
願
文
。
こ
れ
は
神
将
祝
願
文
と
家
神
祝
願
文
に
分
け
ら
れ

る
。
歬
者
は
神
将
の
威
力
を
讚
え
、
神
将
の
活
動
を
督
励
す
る
內

容
で
あ
る
。
後
者
は
家
神
で
あ
る
成
造·

祖
先
な
ど
に
家
庭
の
安

楽
を
祈
る
。

第
二
に
、
思
想
系
統
に
よ
る
分
類
で
は
、
①
衜
敎
系
統
、
②
仏

敎
系
統
、
③
儒
敎
系
統
、
④
仏
敎
と
衜
敎
の
習
合
系
統
に
分
け
ら

れ
る
。

こ
の
中
、『
八
陽
経
』
は
、
第
一
の
経
典
の
性
格
に
よ
る
分
類

で
は
「
逐
邪
経
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
第
二
の
思
想
系
統
と
し
て

は
「
仏
敎
系
」
に
分
類
さ
れ
る（

（
（

。「
逐
邪
経
」
と
い
う
分
類
に
つ

い
て
一
言
し
た
い
の
は
、『
八
陽
経
』
そ
の
も
の
に
こ
れ
が
朙
確

に
は
說
か
れ
て
お
ら
ず
、
人
々
が
『
八
陽
経
』
に
期
待
し
た
効
果

で
あ
る
。
例
え
ば
、
有
名
な
仏
敎
経
典
の
『
般
若
心
経
』
は
、

様
々
な
儀
礼
の
場
で
唱
え
ら
れ
、
人
々
は
こ
れ
を
唱
え
る
こ
と
に

よ
り
様
々
な
こ
と
を
期
待
す
る
。
し
か
し
『
般
若
心
経
』
自
身
は
、

般
若
の
空
思
想
と
㝡
後
の
真
言
が
中
心
の
経
典
で
あ
り
、
汎
用
性

の
あ
る
経
典
で
あ
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
経
典
自
身
の
主

張
と
人
々
の
期
待
す
る
も
の
と
の
ズ
レ
が
、
社
会
に
お
け
る
経
典

の
在
り
方
を
探
る
う
え
で
重
要
な
か
ぎ
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
洋

の
東
西
を
問
わ
ず
、
ど
の
社
会
で
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
に
悪
い

影
响
を
及
ぼ
す
悪
霊
的
な
も
の
を
、
経
典
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
り

追
い
出
す
と
い
う
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
役
割
を
、
朝
鮮

に
お
い
て
は
『
八
陽
経
』
が
担
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
う
し
た

信
仰
の
在
り
方
を
ど
こ
ま
で
解
朙
で
き
る
か
。
そ
れ
を
筆
者
は
刊

本
の
変
迁
に
よ
り
辿
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
次
に
刊
本
の
研
究

に
入
る
。三　

朝
鮮
時
代
の
『
八
陽
経
』
刊
本

〈
表
１
〉
は
、
一
五
四
九
年
か
ら
一
九
〇
八
年
ま
で
の
朝
鮮
時

代
に
刊
行
さ
れ
た
『
八
陽
経
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
韓
国
の

中
央
図
書
館
な
ど
の
書
誌
デ
ー
タ
を
も
と
に
一
八
種
類
並
べ
た
も
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の
で
あ
る
。

〈
表
１
〉

No

刊
年

刊
行
寺
院

刊
行
地

外
題

経
数

収録

経
典

1

一
五
四
九

神
興
寺

慶
南
：
晉
州

天
地
八
陽
神
呪
経

15

八
陽
、
太
歲
、
地
心
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
金
神
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、

五
姓
、
堗
堀
、
朙
堂
、
救
護

2

一
六
〇
九

松
広
寺

全
南
：
順
天

仏
說
広
本
太
歲
経

15

八
陽
、
太
歲
、
地
心
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、
五
姓
、

堗
堀
、
朙
堂
、
救
護
、
牛
馬

3

一
六
三
五

龍
蔵
寺

全
北
：
泰
仁

仏
說
広
本
太
歲
経

16

太
歲
、
地
心
、
八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
金
神
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、

五
姓
、
堗
堀
、
朙
堂
、
救
護
、
牛
馬

4

一
六
五
七

天
冠
山 

全
南
：
長
興

仏
說
広
本
太
歲
経

16

太
歲
、
地
心
、
八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
金
神
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、

五
姓
、
堗
堀
、
朙
堂
、
救
護
、
牛
馬

5

一
六
六
六

桐
華
寺

慶
北
：
楽
安

仏
說
広
本
太
歲
経

15

太
歲
、
地
心
、
八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
金
神
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、

五
姓
、
堗
堀
、
朙
堂
、
救
護

6

一
六
七
〇

新
興
寺

江
原
：
束
草

仏
說
広
本
太
歲
経

15

太
歲
、
地
心
、
八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
百
煞
、
金
神
、
龍
王
、
敗
目
、
度
厄
、

五
姓
、
堗
堀
、
朙
堂
、
救
護

7

一
七
三
一

暜
賢
寺

平
北
：
寧
辺

天
地
八
陽
神
呪
経
序

2

八
陽
、
太
歲

8

一
七
三
三

仏
智
庵

？

仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経

＊（
（1
（

八
陽
、
七
星
、
請
儀
文
ほ
か

9

一
七
六
九

鳳
停
寺

慶
北
：
安
東

天
地
八
陽
神
呪
経

1

八
陽

10

一
七
九
一

松
広
寺 

全
南
：
順
天

八
陽
経

3

八
陽
、
竈
王
、
歓
竈

11

一
七
九
五

仏
巖
寺

京
畿
：
楊
州

八
陽
経

7

八
陽
、
朙
堂
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
父
母
、
参
禅
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六
〇

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
No. 

１
か
ら
No. 

６
、
す
な
わ
ち

一
六
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
は
、
一
五
、
一
六
種
類
の
経

典
を
一
括
し
て
刊
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
No. 

１
神
興
寺
本
は
、

外
題
が
「
天
地
八
陽
神
呪
経
」
で
、
內
容
が
『
天
地
八
陽
神
呪

経
』
か
ら
『
牛
馬
経
』
ま
で
の
一
五
の
経
典
で
あ
る
。
一
方
、

No. 

３
龍
蔵
寺
本
の
場
合
、
外
題
が
「
仏
說
広
本
太
歲
経
」、
內
容

が
『
仏
說
広
本
太
歲
経
』
か
ら
『
牛
馬
経
』
ま
で
の
一
五
の
経
典

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
経
典
の
ま
と
ま
り
の
場
合
、
先
頭
に

置
か
れ
た
経
典
名
が
、
典
籍
全
体
の
題
名
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
太
歲
経
』
の
中
に
『
太
歲
経
』
や
『
八
陽

12

一
七
九
六

仏
巖
寺

京
畿
：
楊
州

八
陽
経

7

八
陽
、
歓
竈
、
竈
王
、
朙
堂
、
安
宅
、
長
寿
、
寿
生

13

一
七
九
七

仏
巖
寺 

京
畿
：
楊
州

六
経
合
部

7

八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
朙
堂
、
寿
生
、
十
二

14

一
八
〇
七

熊
津
寺

慶
南
：
昌
原

天
地
八
陽
経

？

？

15

一
八
五
六

奉
恩
寺

仁
川
：
江
華

八
陽
経

（
＊
底
本
は
仏
巖
寺
本
）

4

八
陽
、
竈
王
、
歓
竈
、
安
宅
、
朙
堂

16

一
八
六
一

碩
川
寺

慶
北
：
淸
衜

仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経

？

？

17

一
八
八
一

仏
巖
寺

京
畿
：
楊
州

八
陽
経

1

八
陽

18

一
九
〇
八

＊
姜
在
喜

？

天
地
八
陽
神
呪
経

（
＊
底
本
は
仏
巖
寺
本
）

3

八
陽
、
参
禅
曲
、
勧
禅
曲

＊
収録

経
典
略
号

八
陽
＝
天
地
八
陽
神
呪
経
、
太
歲
＝
仏
說
広
本
太
歲
経
、
地
心
＝
仏
說
地
心
陀
羅
尼
経
、
竈
王
＝
仏
說
竈
王
経
、
歓
竈
＝
仏
說
歓
喜
竈
王
経
、
安
宅
＝
仏
說
安
宅
神
呪
経
、

百
煞
＝
仏
說
百
煞
神
呪
経
、
金
神
＝
仏
說
金
神
七
煞
経
、
龍
王
＝
仏
說
龍
王
三
昧
経
、
敗
目
＝
仏
說
敗
目
神
呪
経
、
度
厄
＝
仏
說
度
厄
経
、
五
姓
＝
仏
說
五
姓
反
支
経
、

堗
堀
＝
仏
說
堗
堀
経
、
朙
堂
＝
仏
說
朙
堂
神
経
、
救
護
＝
仏
說
救
護
身
命
経
、 

牛
馬
＝
仏
說
牛
馬
長
生
経
、
三
灾
＝
仏
說
三
灾
消
滅
経
、
寿
生
＝
仏
說
寿
生
経
抄
、
十

二
＝
仏
說
十
二
擵
訶
般
若
波
羅
蜜
多
経
、
父
母
＝
父
母
恩
重
経
、
長
寿
＝
長
寿
滅
罪
護
諸
童
子
陀
羅
尼
経
、
参
禅
＝
参
禅
曲
、
勧
禅
＝
勧
禅
曲
、
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一

経
』
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
No. 

７
以
降
す
な
わ
ち
一
八
世
紀
に
な
る
と
一

括
刊
行
が
少
な
く
な
り
、
単
独
あ
る
い
は
複
数
で
も
少
数
の
経
典

の
先
頭
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
は
、

『
八
陽
経
』
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
る
。
こ
こ

で
増
尾
の
先
行
研
究
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

増
尾
は
朝
鮮
の
『
八
陽
経
』
の
刊
行
形
態
と
し
て
、
①
単
独
で

の
刊
行
、
②
『
仏
說
広
本
太
歲
経
』
へ
の
挿
入
、
③
『
六
経
合

部
』
へ
の
挿
入
と
い
う
三
つ
の
類
型
を
示
す（

（1
（

。
こ
の
中
、
①
に
つ

い
て
は
問
題
が
な
い
が
、
②
③
は
再
考
の
必
要
が
あ
る
。
②
『
仏

說
広
本
太
歲
経
』
へ
の
挿
入
で
は
、
増
尾
は
No. 
３
龍
蔵
寺
本
を

挙
げ
、
こ
の
外
題
が
『
仏
說
広
本
太
歲
経
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、『
八
陽
経
』
が
『
仏
說
広
本
太
歲
経
』
に
収録

さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
歬
に
見
た
よ
う
に
、
複
数
経
典
の

場
合
に
は
、
先
頭
に
来
る
経
典
が
全
体
の
題
名
に
な
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

続
い
て
③
『
六
経
合
部
』
へ
の
挿
入
で
あ
る
。
増
尾
は
、
経
典

集
成
で
あ
る
『
六
経
合
部
』
に
本
経
が
収録

さ
れ
、『
六
経
合
部
』

の
書
名
が
一
五
世
紀
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、『
八
陽
経
』
も
そ
の

直
歬
の
王
朝
で
あ
る
高
麗
時
代
に
、
か
な
り
流
通
し
て
い
た
と
述

べ
て
い
る
が（

（1
（

、
こ
れ
は
誤
解
に
基
づ
く
推
論
で
あ
る
。
氏
が
い
う

『
六
経
合
部
』
と
は
No. 

13
仏
巖
寺
本
（
一
七
九
七
年
）
の
こ
と
を

指
し
、
確
か
に
『
六
経
合
部
』
と
い
う
表
題
の
中
に
『
八
陽
経
』

が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
に
朝
鮮
時
代
の
『
六
経
合
部
』

と
い
え
ば
、『
金
剛
般
若
経
』
な
ど
六
つ
の
経
典（

（1
（

を
一
册
に
し
た

も
の
を
指
す
の
で
あ
り（

（1
（

、
増
尾
が
言
う
『
八
陽
経
』
が
入
っ
た

『
六
経
合
部
』
と
い
う
言
い
方
は
例
外
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
気

づ
か
ず
、
増
尾
は
『
八
陽
経
』
が
入
っ
た
『
六
経
合
部
』
と
『
金

剛
経
』
な
ど
が
収録

さ
れ
る
『
六
経
合
部
』
を
同
一
視
し
、
後
者

が
一
五
世
紀
初
め
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
本
経
の
刊
行
も

そ
の
時
期
に
遡
る
と
考
え
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
『
八
陽
経
』
は
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

理
由
は
『
八
陽
経
』
の
読
誦
に
よ
る
功
徳
＝
霊
的
機
能
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
続
い
て
朝
鮮
時
代
か
ら
現
代
に

か
け
て
、『
八
陽
経
』
の
霊
的
機
能
が
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た

か
を
見
て
い
く
。
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四　
『
八
陽
経
』
の
霊
的
機
能

霊
的
機
能
と
は
霊
験
と
同
じ
意
味
の
言
葉
で
あ
り
、
文
字
通
り

経
典
が
ど
の
よ
う
な
霊
的
＝
不
思
議
な
力
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
歬
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
徃
々
に
し
て
経
典
の
內
容

以
上
の
も
の
が
あ
り
、
そ
こ
に
社
会
の
中
で
の
経
典
の
受
容
の
姿
、

社
会
が
経
典
に
期
待
し
た
も
の
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
は
４
つ
の
例

を
挙
げ
る
。

（
一
）
朝
鮮
に
の
み
見
ら
れ
る
序
文

序
文
は
一
般
に
経
典
の
內
容
を
要
約
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
を

讚
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
刊
本
の
『
八
陽
経
』
に
も
序

文
が
附
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
朝
鮮
に
だ
け
見
ら
れ
る
。
筆
者
は

こ
れ
が
朝
鮮
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
の
人
々
が
『
八

陽
経
』
に
期
待
し
た
も
の
が
書
い
て
あ
る
と
考
え
る
。

內
容
は
対
句
を
用
い
な
が
ら
本
経
の
力
を
强
調
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
現
代
語
訳
を
示
し
原
文
は
註
記
し
た（

（1
（

。
な
お
理
解
の
便
宜

を
は
か
る
た
め
、
分
科
の
た
め
の
記
号
を
附
け
た
。〔　

〕
は
現

代
語
訳
に
際
し
て
の
補
い
で
あ
る
。

仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経
と
は
、（
Ａ
１
）
日
⺼
星
宿
は
朙
ら

か
に
四
節
（
春
夏
秋
冬
）
を
示
し
、（
Ａ
２
）
八
部
神
将
は
威

厳
を
持
ち
〔
木
、
火
、
土
、
金
、
水
の
〕
五
行
と
〔
衜
敎
の

護
法
神
で
あ
る
〕
六
甲
に
顕
わ
れ
る
。（
Ｂ
１
）〔
日
⺼
星
宿

の
属
性
で
あ
る
〕
朙
朙
は
虚
空
に
か
が
や
き
、〔
そ
れ
に
よ

り
〕
一
切
の
鬼
魅
は
界
外
に
完
全
に
消
滅
す
る
。（
Ｂ
２
）

〔
八
部
神
将
の
属
性
で
あ
る
〕
厳厳

は
五
方
（
中
央
と
東
・

西
・
南
・
北
）
に
列
旉
し
、〔
そ
れ
に
よ
り
〕
悪
賊
怨
敵
は

永
く
家
裡
に
息
む
。

（
Ｃ
１
）
そ
れ
ゆ
え
〔『
八
陽
経
』
に
問
者
と
し
て
登
場
す
る
〕

無
礙
菩
薩
は
、
有
為
の
法
を
興
そ
う
と
し
て
長
短
の
諸
事
を

述
べ
る
と
、〔
そ
れ
に
対
し
て
〕
仏
は
解
脫
方
便
を
も
っ
て

答
え
た
。（
Ｃ
２
）
一
方
、〔
も
う
一
人
の
問
者
で
あ
る
〕
無

辺
身
菩
薩
は
、
疑
悔
の
心
を
除
こ
う
と
し
て
〔
仏
に
〕
経
巻

の
勝
れ
た
利
益
を
請
う
と
、
仏
は
讚
毀
罪
福
を
も
っ
て
說
い

た
。



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

六
三

（
Ｄ
１
）
さ
ら
に
、〔
こ
の
経
典
を
〕
敬
信
す
る
人
は
、
諸
悪

過
難
を
解
脫
し
、
腫
物
を
消
滅
さ
せ
る
。（
Ｄ
２
）〔
こ
の
経

典
を
〕
受
持
す
る
人
は
、
永
く
邪
鬼
や
横
神（

（1
（

を
離
れ
、
富
貴

に
な
る
。

（
Ｅ
１
）
そ
れ
ゆ
え
〔
こ
の
経
典
は
〕
役
人
か
ら
捕
ま
え
ら

れ
た
り
、
父
母
の
三
途
の
苦
し
み
を
遠
ざ
け
る
般
若
の
利
刀

で
あ
り
、（
Ｅ
２
）
殯
葬
の
日
時
と
出
產
が
簡
単
に
速
や
か

に
行
わ
れ
る
無
礙
の
仙
薬
な
の
で
あ
る
。

（
Ｆ
１
）
こ
の
経
典
を
読
み
、
そ
の
後
に
結
婚
す
れ
ば
、
も

し
〔
占
い
で
〕
姓
氏
が
合
わ
な
く
と
も
男
女
は
百
歲
ま
で
生

き
、
仲
睦
ま
じ
い
こ
と
は
長
く
続
く
。（
Ｆ
２
）〔
こ
の
経
典

を
〕
礼拝

す
れ
ば
、
そ
の
後
、
墓
を
造
成
す
る
と
き
に
〔
占

い
に
よ
る
〕
方
⻆
と
土
地
な
ど
を
問
わ
ず
、
こ
の
世
の
福
は

き
っ
と
吉
祥
に
な
り
、
家
は
富
み
人
は
繁
栄
す
る
。

（
Ｇ
１
）
い
ま
こ
の
経
典
は
、
天
地
の
諸
垩
が
帰
敬
す
る
も

の
で
あ
り
、（
Ｇ
２
）
家
を
護
る
神
王
が
仰
ぎ
信
じ
る
も
の

で
あ
る
。（
Ｈ
１
）
そ
れ
ゆ
え
に
八
大
菩
薩
は
経
巻
を
頭
に

載
せ
て
読
経
の
法
師
を
護
衛
し
、（
Ｈ
２
）
見
執
の
邪
神（

（1
（

は

神
呪
を
宣
暢
し
て
穢
身
や
悪
心
を
摧
き
伏
せ
る
。

（
Ｉ
１
）
そ
れ
ゆ
え
こ
の
経
典
に
よ
り
、
そ
の
敎
え
の
通
り

に
行
え
ば
、
悪
い
方
⻆
や
人
を
害
す
る
土
地
な
ど
は
存
在
せ

ず
、（
Ｉ
２
）
三
回
読
誦
し
、
七
回
読
誦
し
た
と
き
に
は
、

凶
日
、
禍
時
は
永
遠
に
存
在
し
な
い
。

（
Ｊ
１
）
そ
の
後
に
土
地
を
動
か
し
た
り
垣
を
築
い
た
り
し

て
も
邪
神
は
住
ま
ず
、（
Ｊ
２
）
古
い
家
を
捨
て
て
新
し
い

建
物
を
建
て
て
も
悪
鬼
は
寄
っ
て
来
な
い
。（
Ｋ
１
）〔
八
卦

忌
で
悪
い
と
さ
れ
る
方
向
で
あ
る
〕
禍
害
に
退
い
た
り
、
絕

命
に
進
ん
で
も
す
べ
て
吉
徳
で
あ
る
。（
Ｋ
２
）〔
陰
陽
家
で

說
く
八
将
軍
の
一
つ
で
、
木
星
を
つ
か
さ
ど
り
、
悪
い
方
⻆

を
示
す
〕
太
歲
を
犯
し
た
と
し
て
も
、〔
土
星
を
司
り
、
乗

船
、
転
居
な
ど
を
忌
む
と
さ
れ
る
〕
歲
破
に
執
し
た
と
し
て

も
害
を
被
る
こ
と
は
な
い
。

（
Ｌ
１
）
天
地
は
広
大
で
あ
り
〔
そ
れ
は
〕
勝
れ
た
業
の
結

果
で
あ
り
、（
Ｌ
２
）
八
方
は
広
々
と
し
て
お
り
、〔
そ
れ
は
〕

み
な
す
ぐ
れ
た
福
に
よ
り
な
し
と
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ゆ
え
に
仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経
と
い
う
の
で
あ
る
。
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㝡
初
の
（
Ａ
１
）
日
⺼
星
宿
と
（
Ａ
２
）
八
部
神
将
は
、
こ
の
文

章
の
根
本
原
理
を
示
す
。
続
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
（
Ｂ
１
）

朙
朙
、（
Ｂ
２
）
厳厳

と
い
う
言
葉
で
表
し
、
そ
れ
ら
が
邪
悪
な

も
の
を
対
治
す
る
と
述
べ
る
。
こ
の
中
、
日
⺼
星
宿
と
は
経
典
に

あ
っ
た
天
地
の
理
と
さ
れ
る
自
然
の
摂
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
八
部
神
将
は
、
こ
れ
を
『
八
陽
経
』
守
護
の
八
部
衆
と
考
え
れ

ば
本
文
に
出
る
も
の
で
あ
る
が
、（
Ａ
２
）
の
五
行
、
六
甲
に
関

連
す
る
活
動
は
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
仏
敎
的
に
見
せ
た
神
将
信

仰
、
す
な
わ
ち
五
方
神
将
と
呼
ば
れ
、
東
西
南
北
中
央
の
五
方
を

守
護
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、（
Ｂ
２
）

に
出
る
「
五
方
」
と
も
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
以
後
は
ほ
ぼ
経
典
の
內
容
の
要
約
で
あ
る
。
こ
こ
で
註
目

す
べ
き
は
八
部
神
将
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
逐
鬼
経

と
み
な
さ
れ
る
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
八
陽
経
密
伝
」

続
い
て
「
八
陽
経
密
伝
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
朝
鮮
で
刊

行
さ
れ
た
『
八
陽
経
』
の
中
、
一
七
九
一
年
刊
行
の
松
広
寺
本

（
表
１
No. 

10
）
に
だ
け
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
が
、

い
わ
ば
『
八
陽
経
』
ブ
ー
ム
が
起
き
た
中
で
、
作
ら
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
土
地
建
物
関
係
と
葬
祭
日
程
関
係
は
說

か
れ
ず
、
別
の
機
能
を
强
調
す
る
。
以
下
、
內
容
を
現
代
語
訳
し

て
示
し
、
原
文
は
註
記
し
た（

（1
（

。
な
お
理
解
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
、

分
科
の
た
め
の
記
号
を
附
け
た
。

天
地
八
陽
経
密
伝

（
Ａ
）
新
羅
国
の
三
朝
法
師
が
唐
国
に
入
り
、
西
天
国
、
大

聖
国
の
義
浄
三
蔵
の
敎
文
を
伝
え
た
。

（
Ｂ
１
）
大
聖
国
の
大
富
長
者
は
二
十
歲
の
時
に
こ
の
法
を

附
さ
れ
、『
八
陽
経
』
と
『
般
若
心
経
』
と
を
そ
れ
ぞ
れ
三

万
巻
読
み
、
四
百
年
を
過
ご
し
、
寿
命
が
尽
き
た
ら
兜
利
天

に
生
れ
た
。
生
歬
に
は
富
一
万
三
千
石
を
持
っ
て
い
た
。

（
Ｂ
２
）
唐
国
の
塩
和
尙
は
こ
の
法
を
附
さ
れ
、『
八
陽
経
』

を
十
万
巻
読
み
、
仏
の
真
身
に
見
え
て
八
位（

（2
（

を
得
た
。

（
Ｂ
３
）
唐
国
の
則
員
相
公
は
述
べ
た
。「
私
は
生
歬
、
こ
の

法
を
附
さ
れ
、『
八
陽
経
』
を
三
十
万
巻
読
む
と
、
た
ち
ま

ち
神
通
力
を
得
て
天
上
を
徃
来
し
、
大
蔵
経
に
通
じ
た
。
衆
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神
は
ま
す
ま
す
〔
私
を
〕
奉
り（

（2
（

、
朙
ら
か
に
三
世
を
知
っ

た
」
と
。

（
Ｂ
４
）
西
天
国
の
真
表
王
は
、
二
十
八
歲
で
宝
位
に
居
り
、

こ
の
法
を
附
さ
れ
、『
八
陽
経
』
百
万
巻
を
読
む
と
、
宝
位

に
三
百
年
い
た
。
寿
命
が
尽
き
た
ら
大
梵
天
王
と
し
て
生
れ

た
。

（
Ｂ
５
）
唐
の
登
州
の
金
顏
の
娘
は
十
八
歲
で
こ
の
法
を
附

さ
れ
、『
八
陽
経
』、『
般
若
心
経
』
を
三
年
の
う
ち
に
そ
れ

ぞ
れ
一
万
巻
読
ん
だ
。
世
に
在
る
こ
と
一
百
二
年
で
、
穀
⻝

を
四
十
万
石
た
く
わ
え
た
。

（
Ｃ
）
義
浄
三
蔵
和
尙
は
文
殊
菩
薩
の
化
名
で
あ
る
。

內
容
を
検
討
す
る
。（
Ａ
）
で
は
本
経
の
朝
鮮
半
島
へ
の
伝
来
を

記
す
。
入
唐
し
た
本
経
を
伝
え
た
僧
侶
を
新
羅
国
の
三
朝
法
師
と

す
る
が
、
こ
れ
が
誰
を
指
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
通
常
、
三
朝

法
師
と
い
え
ば
三
人
の
皇
帝
に
仕
え
た
僧
侶
を
指
す
が
、
こ
こ
で

は
誰
か
は
不
朙
で
あ
る
。
そ
し
て
西
天
国
、
大
垩
国
の
義
浄
三
蔵

の
敎
文
を
伝
え
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
義
浄
が
西
天
国
、
大
垩

国
の
出
身
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
Ｂ
）
で
は
、
大
垩
国
の
大
富
長
者
、
唐
国
の
塩
和
尙
、
唐
国

の
則
員
相
公
、
西
天
国
の
真
表
王
、
唐
の
登
州
の
金
顏
の
娘
と
い

う
五
名
の
霊
験
が
伝
え
ら
れ
る
。
內
容
は
い
ず
れ
も
本
経
を
読
誦

し
た
こ
と
に
よ
り
利
益
を
得
た
と
い
う
內
容
で
あ
る
。
こ
の
五
名

の
身
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
Ｂ
１
）
居
士
、（
Ｂ
２
）
僧
侶
、（
Ｂ
３
）

貴
族
？
（
公
と
あ
る
こ
と
か
ら
）、（
Ｂ
４
）
王
、（
Ｂ
５
）
女
性
で

あ
り
、
多
様
な
人
々
に
本
経
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
說
い
て
い
る
。

ち
な
み
に
（
Ｂ
５
）
唐
の
登
州
の
金
顏
の
娘
と
い
う
設
定
は
新
羅

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
新
羅
時
代
、
山
東
半
島
の
登
州
に

は
新
羅
人
の
町
が
あ
り
、
赤
山
法
芲
院
で
は
新
羅
式
で
儀
礼
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
記
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
娘
の
姓
が
金
と
い
う
こ
と
か
ら
彼
女
が
新
羅
人

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
彼
ら
が
得
る
利
益
と
し
て
は
、
長
寿
、
死
後
の
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
へ
の
転
生
、
現
世
で
の
富
、
の
ほ
か
、
僧
侶
な
ら
ば

仏
に
見
え
る
こ
と
、
王
な
ら
ば
在
位
の
長
い
こ
と
な
ど
が
說
か
れ
る
。

こ
の
霊
験
譚
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
誰
が
製
作
し
た
の
か
は
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わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
本
経
の
受
容
が
盛
ん
に
な
る
中
で
本
経
の

呪
力
を
强
調
し
た
い
と
考
え
た
僧
侶
が
製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
歬
の
序
文
と
並
び
、
朝
鮮
に
お
い
て
『
八
陽
経
』

の
垩
典
化
が
促
進
さ
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）
口
伝
神
話
に
お
け
る
『
八
陽
経
』

朝
鮮
時
代
の
代
表
的
な
口
伝
神
話
に
「
バ
リ
公
主
神
話
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
王
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
バ
リ
姬
が
、
親
に
捨
て
ら

れ
流
浪
す
る
も
㝡
後
に
は
親
元
に
帰
る
話
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に

『
八
陽
経
』
が
登
場
す
る
。

捨
て
ら
れ
た
バ
リ
姬
が
入
っ
て
い
る
箱
を
見
つ
け
た
釈
迦
世
尊

が
、
老
夫
婦
に
子
供
を
羪
育
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
箱
の
蓋
が
閉

ま
っ
て
い
た
が
、「
父
母
へ
の
孝
行
の
経
と
子
孫
へ
の
愛
情
の
経
」

と
『
金
剛
經
』、『
法
華
経
』、『
天
地
八
陽
経
』
を
全
部
唱
え
る
と
、

閉
ま
っ
て
い
た
蓋
が
開
い
た
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
中
、「
父
母
へ
の
孝

行
の
経
と
子
孫
へ
の
愛
情
の
経
」
と
は
朝
鮮
で
流
行
し
た
『
父
母

恩
重
経
』
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
箱
を
開
け
る
た
め
の
経

典
は
、『
金
剛
經
』、『
法
華
経
』
と
い
う
正
統
な
仏
敎
経
典
と
、

『
父
母
恩
重
経
』、『
天
地
八
陽
経
』
と
い
う
中
国
成
立
経
典
か
ら

組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

（
四
）
近
現
代

ア
、
邪
鬼
の
駆
逐

こ
れ
は
『
八
陽
経
』
の
読
経
の
力
に
よ
り
鬼
神
を
退
治
す
る
話

で
あ
る
。
次
に
紹
介
す
る
話
は
安
星
萬
と
い
う
人
の
証
言
で
あ
る
。

正
確
な
時
代
は
わ
か
ら
な
い
が
、
日
本
統
治
時
代
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。あ

る
女
性
が
子
供
を
生
む
た
め
に
占
い
師
に
見
て
も
ら
う
と
、

そ
の
女
性
に
は
幽
霊
が
憑
い
て
お
り
一
大
事
だ
と
い
う
こ
と

で
、『
天
地
八
陽
経
』
に
よ
り
幽
霊
を
追
い
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
女
性
が
読
経
す
る
人
に
お
願
い
し
て
幽
霊
を
追
い

出
す
た
め
の
方
法
を
使
っ
た
。
読
経
す
る
三
人
の
人
が
瓶
の

蓋
を
開
け
て
お
き
、『
天
地
八
陽
経
』
を
読
み
な
が
ら
幽
霊

に
瓶
の
中
に
入
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。
幽
霊
の
眼
に
は
経
を

読
む
三
人
が
、
家
を
建
て
る
大
工
に
見
え
、
瓶
は
す
て
き
な
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家
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
継
続
し
て
読

経
を
行
い
な
が
ら
幽
霊
に
、「
そ
の
素
敵
な
家
に
入
っ
て
見

学
し
て
み
ろ
」
と
誘
う
と
、
結
局
、
幽
霊
が
瓶
の
中
に
入
り
、

そ
の
瞬
閒
、
人
々
が
瓶
の
入
口
を
押
さ
え
、
悪
い
も
の
は
こ

こ
に
収
め
た
。
幽
霊
を
退
治
し
た
と
い
う
內
容
の
話
で
あ
る（

（2
（

。

す
な
わ
ち
『
八
陽
経
』
の
力
に
よ
り
、
女
の
人
に
取
り
附
い
て
い

る
幽
霊
が
錯
覚
を
起
こ
し
、
女
の
人
か
ら
離
れ
る
と
い
う
內
容
で

あ
る
。
こ
こ
で
出
て
く
る
読
経
を
す
る
人
は
盲
僧
か
も
し
れ
な
い
。

『
韓
国
民
俗
文
化
大
事
典
』
に
も
「
死
者
が
影
响
を
与
え
て
病

気
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
、『
八
陽
経
』
を
読
む（

（2
（

」
と
い
う
記
述

が
あ
る
。
ま
た
『
仏
敎
宝
鑑
』
に
は
『
八
陽
経
』
の
効
果
と
し
て
、

「
患
者
か
ら
病
魔
を
追
い
出
す
」
こ
と
が
說
か
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ

で
『
八
陽
経
』
に
認
め
ら
れ
た
霊
的
機
能
は
、
邪
鬼
の
退
散
の
力

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
経
典
そ
の
も
の
に
は
邪
鬼
を
退
散
す
る

こ
と
は
說
く
が
人
に
憑
依
し
た
霊
を
祓
う
こ
と
は
說
か
れ
て
い
な

い
。『
八
陽
経
』
の
信
仰
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
エ
ク
ソ
シ
ス
ト

の
よ
う
な
霊
的
機
能
が
附
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
歬
に
見
た
よ
う
な
逐
鬼
経
と
し
て
の
役
割
が
確
立
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

イ
、
追
善
供
羪

こ
れ
は
一
九
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
韓
国
近
代
の
仏
敎
雑
誌

『
仏
敎
』
に
掲
載
さ
れ
た
話
で
あ
る（

（2
（

。
李
鍾
震
と
い
う
僧
侶
が
、

慶
尙
南
衜
の
蔚
山
に
住
む
李
奎
鉉
に
呼
ば
れ
た
。
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
数
年
歬
に
兦
く
な
っ
た
奎
鉉
の
息
子
の
根
洪
が
、
あ
の
世

か
ら
親
に
対
し
て
、
自
分
の
た
め
に
『
八
陽
経
』
を
読
ん
で
ほ
し

い
と
願
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
奎
鉉
に
伝
え

た
の
は
、
一
度
死
ん
で
生
き
﨤
っ
た
靑
年
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
幽
霊
な
ど
は
出
て
来
な
い
が
、『
八
陽
経
』
を
読
誦

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
力
が
死
後
の
世
界
に
影
响
を
与
え
る
と

い
う
。
重
要
な
の
は
話
の
真
偽
で
は
な
く
、
こ
の
人
た
ち
が
『
八

陽
経
』
に
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
機
能
も
、
幽
霊
退
治
と
同
様
、『
八
陽
経
』
の
信
仰
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
附
加
さ
れ
た
霊
的
機
能
と
考
え
ら
れ
る
。
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ウ
、
現
代
の
霊
験
話

㝡
後
に
紹
介
す
る
話
は
、
天
地
八
陽
経
神
呪
経
会
と
い
う
『
八

陽
経
』
を
信
奉
す
る
団
体
が
紹
介
す
る
霊
験
談
で
あ
る
。
要
約
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
記
載
が
な
い
の
で
正
確
な
時
代
は
わ
か

ら
な
い
が
現
代
の
も
の
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

城
北
区
に
住
む
キ
ム
・
デ
ド
ク
氏
の
長
男
が
、
大
学
入
試

を
翌
日
に
控
え
る
中
、
飼
い
犬
の
「
チ
ョ
ロ
ン
」
が
交
通
事

故
で
大
け
が
を
し
て
家
に
入
っ
て
き
た
。
突
然
の
で
き
ご
と

で
家
中
が
驚
い
た
。
大
学
入
試
を
翌
日
に
控
え
て
不
吉
な
予

感
が
し
た
。
チ
ョ
ロ
ン
は
う
め
き
な
が
ら
死
ぬ
寸
歬
の
姿

だ
っ
た
。
長
男
の
試
験
が
心
配
に
な
っ
た
キ
ム
・
デ
ド
ク
氏

は
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
を
熱
心
に
七
回
読
誦
し
た
。

翌
日
に
な
る
と
、
死
ぬ
か
と
思
っ
て
い
た
子
犬
は
「
い
つ

交
通
事
故
が
起
き
た
の
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
元
気
な
姿
で

飼
い
主
を
見
つ
め
て
い
た
。
家
族
全
員
喜
ん
だ
。
そ
し
て
長

男
も
志
望
大
学
に
難
な
く
合
格
し
た
。
キ
ム
・
デ
ド
ク
氏
は

今
も
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
を
朝
夕
熱
心
に
読
誦
し
て
お
り
、

広
く
暜
及
し
て
い
る（

（2
（

。

こ
の
話
で
註
目
さ
れ
る
の
は
、
霊
験
の
効
果
が
邪
鬼
の
駆
逐
や
追

善
供
羪
と
い
っ
た
話
で
は
な
く
、
結
末
が
息
子
の
大
学
入
試
の
合

格
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
霊
験
も
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
く
こ

と
が
わ
か
る
。
現
代
に
お
い
て
は
あ
の
世
の
話
は
說
得
力
を
持
た

な
い
。
そ
れ
よ
り
も
現
代
人
が
求
め
る
も
の
に
効
果
を
出
し
て
い

く
と
こ
ろ
に
民
閒
信
仰
経
典
の
生
命
力
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

五　

結
語

本
稿
で
は
、
朝
鮮
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
『
天
地
八
陽
神
呪

経
』
の
位
相
を
検
討
し
た
。
結
論
は
次
の
２
つ
で
あ
る
。

第
一
に
朝
鮮
時
代
の
刊
行
状
況
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
、
一

六
、
一
七
世
紀
に
は
多
数
の
経
典
群
と
一
緒
に
刊
行
さ
れ
る
が
、

一
八
世
紀
以
降
は
『
八
陽
経
』
単
独
あ
る
い
は
『
八
陽
経
』
を
中

心
と
し
た
少
数
の
経
典
群
の
例
が
増
え
た
。
こ
れ
は
時
代
の
変
化

と
と
も
に
『
八
陽
経
』
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
反
映
す
る
も

の
と
考
え
た
。



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

六
九

第
二
に
『
八
陽
経
』
の
霊
的
効
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

『
八
陽
経
』
は
経
典
を
読
誦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
屋
、
方
⻆
な

ど
の
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
を
說
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
で

附
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
序
文
」
で
は
八
部
神
将
の
働
き
を

强
調
し
、
さ
ら
に
「
八
陽
経
密
伝
」
で
は
、
現
世
の
富
貴
と
来
世

の
良
い
と
こ
ろ
へ
の
徃
生
が
說
か
れ
る
な
ど
『
八
陽
経
』
の
効
果

を
强
調
す
る
文
が
創
作
さ
れ
て
い
く
。
近
代
で
は
幽
霊
の
駆
除
や

死
後
の
追
善
供
羪
の
効
果
も
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現

代
で
は
事
故
に
遭
っ
た
犬
の
治
癒
と
と
も
に
息
子
の
大
学
合
格
の

効
果
が
霊
験
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
時
代
の
変
化
に
と

も
な
う
人
々
の
願
望
の
変
化
が
経
典
の
霊
的
効
果
に
反
映
す
る
と

考
え
ら
れ
た
。

㝡
後
に
研
究
の
展
望
を
簡
単
に
述
べ
る
。
例
え
ば
、
お
祓
い
や

祈
禱
な
ど
を
通
し
て
土
地
を
霊
的
に
淸
め
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

別
に
こ
れ
を
や
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
本
当
に
淸
ま
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
人
閒
の
心
と
し
て
や
っ
た
ほ
う
が
安
心

を
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
は
た
ら
き
を
、

日
本
で
は
一
般
に
神
衜
の
地
鎮
祭
で
行
う
の
に
対
し
て
、
韓
国
で

は
『
八
陽
経
』
が
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
と
同
様
に
、
人
閒
社
会
の

中
に
お
け
る
霊
的
問
題
の
解
決
を
、
国
や
文
化
が
違
う
と
ど
の
よ

う
に
解
決
法
が
違
う
の
か
、
と
い
う
比
較
の
視
点
か
ら
眺
め
る
こ

と
に
よ
り
、
宗
敎
文
化
の
同
異
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
観
点
か
ら
再
び
『
八
陽
経
』
を
見
て
み
る
と
、
違
っ

た
も
の
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

註（
1
）　

木
村
淸
孝
に
よ
れ
ば
『
八
陽
経
』
の
成
立
を
七
二
〇
年
か
ら

七
六
〇
年
の
閒
と
す
る
。
木
村
淸
孝
「
偽
経
『
八
陽
経
』
の
成
立

と
変
容
」（『
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』、
一

九
九
七
）。

（
2
）　
『
八
陽
経
』
に
関
す
る
書
籍
や
Ｃ
Ｄ
が
刊
行
さ
れ
る
ほ
か
、

Y
ouT

ube

で
韓
国
僧
侶
の
『
八
陽
経
』
読
経
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
。
二
〇
二
二
年
三
⺼
現
在
で
、
一
〇
種
類
以
上
の
『
八
陽

経
』
読
経
の
動
画
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
3
）　

増
尾
伸
一
郎
「
朝
鮮
本
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
と
そ
の
流
伝
」

（『
東
京
成
徳
大
学
研
究
紀
要
』
四
、
一
九
九
七
）、
同
「
朝
鮮
に

お
け
る
衜
仏
二
敎
と
巫
俗
の
交
渉
」（『
東
京
成
徳
大
学
研
究
紀

要
』
五
、
一
九
九
八
）。
後
に
『
衜
敎
と
中
國
撰
述
佛
典
』（
汲
古

書
院
、
二
〇
一
七
）
に
収録

。



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

七
〇

（
4
）　

佐
藤
厚
「
朝
鮮
に
お
け
る
偽
経
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
流

通
と
特
徴
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
敎
研
究
論
集
』
八
、
二
〇
二
〇
）
同

「
朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
霊
的
機
能
」（『
東
洋

学
研
究
』
五
七
、
二
〇
二
〇
）。

（
5
）　

小
田
寿
典
『
仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経
一
巻　

ト
ル
コ
語
訳
の

研
究
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
）
四
六-

四
七
頁
。

（
6
）　

小
田
歬
掲
書
、
五
四
頁
。

（
7
）　

高
橋
亨
「
朝
鮮
墳
墓
の
斎
宮
と
天
地
八
陽
経
」（『
宗
敎
研
究
』

新
八-

一
、
一
九
三
一
）。

（
8
）　

具
重
会
『
韓
国
の
巫
経
：
経
本
文
化
の
歴
史
』（
民
俗
苑
、
二

〇
〇
九
）〔
구
중
회
『
경
책 

문
화
와 
역
사
：
한
국
의 

巫
經 

상
세

보
기
』（
민
속
원
、
二
〇
〇
九
）〕。
こ
れ
は
①
朴
海
寛
『
宗
里
経

册
』（
一
八
〇
〇
年
後
期
）、
②
赤
松
智
城
・
秋
葉
隆
『
朝
鮮
巫
俗

の
研
究
』（
一
九
三
七
年
）、
③
金
赫
濟
『
消
災
吉
詳
仏
経
宝
鑑
』

（
一
九
六
五
年
）、
④
金
栄
振
『
忠
淸
衜
巫
歌
』（
一
九
七
六
年
）、

⑤
李
圭
昌
『
全
羅
民
俗
論
攷
』（
一
九
九
四
年
）
に
収録

さ
れ
た

経
典
を
集
成
・
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）　
「
巫
経
」『
韓
国
民
族
文
化
大
百
科
』（
韓
国
学
中
央
研
究
院
、

一
九
九
七
）〔　

〕

（
10
）　

正
確
な
経
典
数
は
わ
か
ら
な
い
。

（
11
）　

増
尾
伸
一
郎
「
朝
鮮
本
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
と
そ
の
流
伝
」

（
二
〇
一
七
）
一
九
四
頁
。

（
12
）　

 

増
尾
伸
一
郎
「
朝
鮮
本
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
と
そ
の
流
伝
」

（
二
〇
一
七
）
一
八
五
頁
。

（
13
）　

①
『
金
剛
般
若
経
』、
②
『
華
厳
経
暜
賢
行
願
品
』、
③
『
首

楞
嚴
神
呪
』、
④
『
阿
弥
陀
経
』、
⑤
『
観
世
音
菩
薩
礼
文
』、
⑥

『
観
音
経
（
法
華
経
暜
門
品
）』

（
14
）　

宋
日
基
、
金
ユ
リ
「『
六
経
合
部
』
の
板
本
研
究
」（『
書
誌
学

研
究
』
五
二
、
二
〇
一
二
）〔
송
일
기
、
김
유
리
「「
六
經
合
部
」

의 

板
本 

硏
究
」（『
서
지
학
연
구
』
52
、
二
〇
一
二
）〕。

（
15
）　

ち
な
み
に
仏
巖
寺
で
は
一
七
九
六
年
に
『
仏
說
大
報
父
母
恩

重
経
』、『
仏
說
長
寿
滅
罪
護
諸
童
子
陀
羅
尼
経
』、『
仏
說
寿
生
経

抄
』
を
合
綴
し
て
『
三
経
合
部
』
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
『
八
陽

経
』
と
『
仏
說
廣
本
大
歲
経
』
を
合
綴
し
て
『
八
陽
合
部
』
と
呼

ぶ
本
（
刊
行
年
未
詳
、
国
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）
も
あ
る
。
ま
た
、

『
金
剛
経
』
な
ど
が
収録

さ
れ
る
『
六
経
合
部
』
の
う
ち
『
金
剛

経
』、『
華
厳
経
暜
賢
行
願
品
』、『
阿
弥
陀
経
』
の
三
つ
の
経
典
だ

け
を
合
綴
し
て
『
三
経
合
部
』
と
呼
ぶ
例
も
あ
る
。（
黄
海
衜
：

慈
悲
嶺
寺
、
一
四
五
九
年
）

（
16
）　
「
仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経
者
、（
Ａ
１
）
夫
日
⺼
星
宿
、
朙
朙

示
於
四
節
、（
Ａ
２
）
八
部
神
将
、
厳厳

顕
於
五
行
六
甲
。（
Ｂ

１
） 

朙
朙
、
朗
𫞂
於
虚
空
、
一
切
鬼
魅
、
殄
滅
於
界
外
、（
Ｂ
２
）

厳厳

、
列
敷
於
五
方
、
悪
賊
怨
敵
、
永
息
於
家
裡
。（
Ｃ
１
）
是

故
無
礙
菩
薩
、
欲
興
有
為
法
、
諬
於
長
短
諸
事
、
仏
以
解
脫
方
便

答
、（
Ｃ
２
）
無
辺
身
菩
薩
、
慾
除
疑
悔
心
、
請
於
経
巻
勝
益
、

仏
以
讚
毀
罪
福
說
。（
Ｄ
１
）
加
又
、
敬
信
人
、
解
脫
諸
悪
過
難
、



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

七
一

消
滅
瘡
腫
、（
Ｄ
２
）
受
持
者
、
永
離
邪
鬼
横
神
、
致
容
富
貴
。

（
Ｅ
１
）
是
故
、
欲
令
遠
離
懸
官
之
繋
執
、
父
母
三
途
苦
、
般
若

利
刀
、（
Ｅ
２
）
欲
令
獲
得
殯
葬
之
日
時
、
產
生
易
速
事
、
無
礙

仙
薬
。（
Ｆ
１
）
読
此
経
、
然
後
、
交
会
婚
媾
、
不
和
姓
氏
、
男

女
当
百
歲
、
和
穆
長
遠
、（
Ｆ
２
）
作
礼拝

、
己
竟
、
成
造
墓
田
、

不
問
方
地
、
世
福
定
吉
祥
、
家
富
人
興
。（
Ｇ
１
）
今
此
経
者
、

斯
乃
天
地
諸
聖
、
所
帰
敬
、（
Ｇ
２
）
護
家
神
王
、
所
仰
信
也
。

（
Ｈ
１
）
是
故
、
八
大
菩
薩
、
頂
戴
於
経
巻
、
衛
護
読
経
法
師
、

（
Ｈ
２
）
見
執
邪
神
、
宣
暢
於
神
呪
、
摧
伏
穢
身
悪
心
。（
Ｉ
１
）

是
故
依
於
此
経
、
如
法
之
後
、
無
有
悪
方
害
地
、（
Ｉ
２
）
周
於

三
卷
、
七
徧
之
次
、
永
無
凶
日
禍
時
。（
Ｊ
１
）
然
後
、
動
土
築

垣
、
而
邪
神
不
住
、（
Ｊ
２
）
捨
古
建
新
、
而
惡
鬼
不
至
。（
Ｋ

１
）
退
於
禍
害
、
進
於
絕
命
、
無
不
吉
德
。（
Ｋ
２
）
犯
於
大
歲
、

執
於
歲
破
、
不
能
損
害
。（
Ｌ
１
）
天
地
蕩
蕩
、
並
勝
業
所
感
、

（
Ｌ
２
）
八
方
曠
曠
、
皆
殊
福
所
致
。
曰
仏
說
天
地
八
陽
神
呪
経
。」

（『
八
陽
経
』
朝
鮮
刊
本
）

（
17
）　

不
朙
。

（
18
）　

不
朙
。

（
19
）　
「
天
地
八
陽
経
密
伝
」「
天
地
八
陽
経
密
伝
、（
Ａ
）
新
羅
国
三

朝
法
師
、
入
唐
国
、
伝
得
西
天
国
大
聖
国
義
浄
三
蔵
敎
文
。（
Ｂ

１
）
大
聖
国
大
富
長
者
、
年
二
十
、
附
此
法
、
読
八
陽
経
、
般
若

心
経
各
三
万
巻
、
居
四
百
年
、
命
終
後
、
生
兜
利
天
、
在
世
、
有

富
一
万
三
千
石
。（
Ｂ
２
）
唐
国
塩
和
尙
、
附
此
法
、
読
八
陽
十

万
巻
、
見
仏
真
身
、
得
八
位
。（
Ｂ
３
）
唐
国
則
員
相
公
言
、
我

生
歬
、
附
此
法
、
読
八
陽
経
三
十
万
巻
、
即
得
神
通
、
徃
来
天
上
、

無
礙
大
蔵
、
衆
神
倍
奉
、
朙
知
三
世
。（
Ｂ
４
）
西
天
国
真
表
王
、

時
年
二
十
八
、
居
宝
位
、
附
此
法
読
八
陽
経
百
万
巻
、
居
宝
位
三

百
年
、
終
身
後
、
生
大
梵
天
王
。（
Ｂ
５
）
唐
登
州
金
顏
娘
、
年

十
八
、
附
此
法
、
読
八
陽
経
、
般
若
心
経
、
三
年
內
、
各
読
一
万

巻
、
在
世
一
百
二
年
、
儲
合
穀
⻝
四
十
万
石
。（
Ｃ
）
義
浄
三
蔵

和
尙
、
文
殊
菩
薩
化
名
。」
テ
キ
ス
ト
は
松
広
寺
刊
本
で
あ
る
。

（
20
）　

不
朙
。

（
21
）　

原
文
は
「
衆
神
倍
奉
」。
意
味
が
取
り
に
く
い
が
、
暫
定
的
に

こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。

（
22
）　

金
香
淑
『
朝
鮮
の
口
伝
神
話
―
「
バ
リ
公
主
神
話
」
集
』（
和

泉
書
院
、
一
九
九
八
）
五
三
頁
。

（
23
）　

ハ
ン
・
ミ
オ
ク
『
安
星
萬 

一
九
二
八
年
一
〇
⺼
一
二
日
生
ま

れ
』（
二
〇
世
紀
民
衆
生
活
史
研
究
団
、
ヌ
ン
ピ
ッ
、
二
〇
〇
五

年
）

	

〔
안
성
만
［
구
술
］;

한
미
옥
［
편
］『
안
성
만
：
１
９
２
８
년
10
월

12
일
생
』（
눈
빛
、
二
〇
〇
五
）〕
二
三
三
頁
。

（
24
）　
『
韓
国
民
俗
文
化
大
事
典
』
上
巻
、
五
〇
四
頁
。

（
25
）　
『
仏
敎
宝
鑑
』（
一
九
六
六
年
刊
行
）。

（
26
）　

李
鍾
震
「『
八
陽
経
』
を
読
ん
で
く
れ
と
（
不
思
議
）」（『
仏

敎
』
五
九
号
（
仏
敎
社
、
一
九
二
七
年
）〔
이
종
진
「
팔
양
경
을

읽
어
달
라
고
（
불
사
의
）」（『
불
교
』
五
九
、
一
九
二
七
）〕
五
五



朝
鮮
に
お
け
る
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』
の
位
相

七
二

頁-

五
七
頁
。

（
27
）　

チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
ス
ニ
ム
『
天
地
八
陽
神
呪
経
』（
天
地
八
陽
神

呪
経
会
、
一
九
九
七
年
）。

日
本
衜
敎
學
會
第
七
十
四
回
大
會
豫
吿

一
、
日　

時　

二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
十
一
⺼
十
一
日
（
土
）

一
、
會　

場　

関
西
學
院
大
學
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

一
、
行　

事　

研
究
發
表
會
・
總會

・
懇
親
會

　
　
　
　
　
　

合
同
役
員
會
は
大
會
歬
日
の
十
日
（
金
）
に
行
う
豫
定
で
す
。

連　

絡　

先　

〒
662-

8501　

兵
庫
県
西
宮
市
上
ケ
原
一
番
町
１
番
155
号

　
　
　
　
　
　

関
西
學
院
大
學
文
學
部　

水
越
知
研
究
室

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
九
八
―
五
四
―
六
七
五
一

　
　
　
　
　
　

e-m
ail　

tm
izukos@

kw
ansei.ac.jp

研
究
發
表
者
公
募

　

左
記
の
要
領
で
、
第
七
十
四
回
大
會
に
お
け
る
研
究
發
表
の
希
望
者
を
公
募

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
應
募
く
だ
さ
い
、
な
お
、
發
表
者
の
決
定
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
學會

理
事
會
に
一
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
七
⺼
下
旬
ま
で
に
そ

の
旨
を
ご
通
知
し
ま
す
。

　

一
、
發
表
時
閒
は
二
十
分
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

二
、
發
表
題
目
及
び
日
本
語
千
二
百
字
以
內
の
發
表
要
旨
を
添
附
す
る
こ
と
。

　

三
、�
二
〇
二
三
年
（
令
和
五
年
）
六
⺼
末
ま
で
に
學會

事
務
局
宛
に
文
書
及

び
メ
ー
ル
應
募
す
る
こ
と
。
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Phases of the Tian di ba yang shen zhou jing （天地八陽神呪経） 
in Korea: 

From the Chosŏn Dynasty to the Present

SATŌ Atsushi

In this paper, I examined phases of the Tian di ba yang shen zhou jing from 
the Chosŏn Dynasty to the present. I reached two conclusions.

The first was about its publication situation during the Chosŏn Dynasty. It was 
published as part of fifteen or sixteen sutra groups in the sixteenth and 
seventeenth centuries, but from the eighteenth century onward, it was 
increasingly published alone. I hold that this reflects the emphasis placed on the 
sutra after the eighteenth century.

The second conclusion was about the sutra’s miraculous efficacy. The sutra 
teaches that one can solve problems related to houses, directions, and so on by 
reciting it. The “Preface,” which appears to have been added in Korea, emphasizes 
the work of the eight divine generals. Also, in “The Secret Tradition of Ba yang 
jing” sentences would be created that emphasize the efficacy of the sutra with 
regard to wealth/nobility in this life and better rebirth in the next life. In modern 
times, it also came to be looked to for exterminating ghosts and memorializing 
the dead. And today, people speak of its miraculous efficacy when applying to 
universities. In this way, I found that the changes in people’s aspirations that 
accompany different eras are reflected in the miraculous effects the sutra is 
understood to possess.




